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研究成果の概要（和文）：本研究では、申請者のこれまでの研究成果をさらに発展させ、特に、食や調理に関す
る用語を収集し、分類することを目的とし、大規模な料理レシピコーパスから調理に関する特徴語を抽出し、分
類型の検索方式（分類型検索）と組み合わせ、ユーザにとってわかりやすい関連語を提示する手法、および、そ
の情報検索への応用について検討した。提案法により、具体的な検索語（料理名、食材名、調理法を表す用語）
がわからない場合でも、検索結果を効率よく絞り込むことができ、食に関する情報の流通を促進することが期待
できる。

研究成果の概要（英文）：In this research, we investigated systematization of food related words and 
phrases. Our method uses two different approaches for related search: (1) approximate string 
matching and (2) related terms clustering. Specifically, our method extracts feature words and 
phrases in an arbitrary length from a large recipe corpus, groups them by attribute types, and 
presents the searched related words and phrases according to the user's search intent. An 
exploratory search with the proposed method is expected to improve usefulness of searching systems 
on food related information by suggesting dish names, ingredient names, and cooking methods even if 
users do not know effective query words beforehand. 

研究分野：情報検索

キーワード： 情報組織化
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
申請者は、研究開始当初までの研究開発

で、検索語の関連語を用いて Web 検索結

果をクラスタリングする、文書分類型の検

索方式（分類型検索）の研究開発を行うこ

とを目的とし、多言語対応の分類型検索シ

ステムの開発に取り組んだ。本研究では、

これまでの研究成果をさらに発展させ、特

に、食や調理に関する用語を収集し、分類

する手法を検討した。 

一般に、何かを探索中に検索語の関連語

を選択することは、具体的な関連語を考え

ることよりも容易である。このことから、

システムが情報を整理してユーザに提示し、

ユーザが選択肢の一覧の中から興味のある

ものを選ぶ「ナビゲーション型の情報探索」

の方が、情報要求を表現する適切な単語を

ユーザが考える「アドホック検索」よりも、

ユーザにとって楽な作業であると言える。

キーワードによるアドホック検索と情報を

整理したカテゴリ体系によるナビゲーショ

ン型の情報探索を組み合わせることで、選

択肢の絞り込みと拡大を円滑に行えるよう

にしているが、カテゴリ体系を用いたナビ

ゲーション型の情報探索は、カテゴリを人

手で管理する手間が大きいという問題があ

る。文書クラスタリングは、文書の自動分

類によりカテゴリ管理の手間を省いたナビ

ゲーション型の情報探索を可能にしている

が、分類の整合性や一貫性の点で、ユーザ

にとって直感的でない情報提示がされると

いう欠点がある。興味のあるカテゴリを見

つけるまでに時間がかかりすぎる場合、ユ

ーザは求める情報に到達できなくなる。ナ

ビゲーション型の情報探索において、ユー

ザにとって直感的なカテゴリ体系を自動構

築できることが必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、大規模な料理レシピコーパ

スから調理に関する特徴語の抽出を行い、

文書分類型の検索方式（分類型検索）と組

み合わせ、ユーザにとってわかりやすい関

連語の提示と情報検索について検討する。

多様な内容を含む情報の検索が仕事や日常

生活に欠かせないものとなっており、

「Search Diversity(検索結果の多様性)」が

近年、学術的に重要な研究課題となってい

る。「検索結果の多様性」を考慮していない

従来型の情報検索方式では、検索結果の曖

昧性や多義性を排除するために、ユーザが

具体的かつ詳細な検索クエリを入力しなけ

ればならないという問題があった。この問

題を解決する一つの手法として多様な情報

を分類して表示する分類型検索がある。分

類型検索においては、検索ユーザが検索対

象をよく知らなくても、関連語のグループ

を一瞥するだけで、検索結果にどのような

情報が含まれているのかを把握できる。本

研究では、特に、食や調理に関する用語を

収集し、分類する手法を検討する。本研究

は、国民の毎日の食生活に深く関わる調理

用語を分類し、電子化辞書の構築を行うと

いう点に、学術的な特色がある。本研究の

目的は、具体的な検索語（料理名、食材名、

調理法を表す用語）がわからない場合でも、

検索結果を効率よく絞り込むことを可能と

し、食に関する情報の流通を促進すること

である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、調理用語を分類し、電子化辞

書を構築することを主たる目的としている。

電子化辞書は、記録媒体として DVD メデ

ィアや HDD などの電子的手段を用い、機

械可読な形式で構造化された辞書データで

ある。調理用語を体系化し、電子的なデー

タとして整備することで、食に関する情報

を含む文書検索システムや栄養計算ソフト

ウェアのユーザビリティの向上が期待でき

る。本研究では、研究期間内に以下の方法

で研究を行った。 



 

［検索タスクの設計と評価実験］ 大規模な

ユーザ生成コンテント(User Generated 

Content)を検索対象とするアドホック(ad 

hoc)検索タスクと献立作成を簡易化したタ

スク(recipe paring)のタスク設計と評価実

験、及び、研究者コミュニティの共通の評

価基盤となるテストコレクションの構築を

行った。 

 

［検索有効性の評価］ 形態素と文字

n-gram（長さ n の文字列）の両方を索引

語とする手法を活用して、形態素解析が困

難な未知語（辞書に登録されていない長い

文字列）や複合語（二つ以上の形態素が結

合し新たに一つの語としての意味をもつも

の）の検索有効性の評価を行った。 

 

［関連語推薦と検索質問拡張］ 大規模な

ユーザ生成コンテント(User Generated 

Content)を検索対象として、連想検索と類

似文字列検索の組み合わせによる分類型検

索の拡張を行い、以下のことを検討した。 

●検索対象を文書とする場合（単語→文書、

文書→文書） 

単語、フレーズ（複数の単語）、文書を検索

クエリとして文書群を検索する。 

●検索対象を単語とする場合（文書→単語、

単語→単語） 

単語、フレーズ（複数の単語）、文書を検索

クエリとして単語群を検索する。 
 
４．研究成果 
 
本研究の主な成果は以下の通りである。 
 

（１） 平成 26 年度の研究成果 

文部科学省科学技術・学術審議会資源調査

分科会報告 「日本食品標準成分表２０１

０」 に収載されている食品名(Food and 

description)を抽出し、機械可読な形式で、

単語のリストを作成した。また、大規模な

ユーザ生成コンテント(User Generated 

Content)に含まれる食品名の表記揺れを、

類似文字列検索の手法を用いて機械的に抽

出し、同じ食品名を表す表記が異なる単語

のリストを半自動的に作成する手法につい

て検討した。さらに、NTCIR-11ワークシ

ョップに参加し、調理や食材についての情

報を扱う情報アクセスのための技術につい

て、議論と意見交換を行った。具体的には、

ソーシャル・ネットワーキング・サービス

(social networking service)に投稿された

日本語の料理レシピと、情報推薦

(recommendation) と 個 別 化

(personalization)を行うウェブアプリケー

ション（Web application）でクローリング

された英語のレシピを検索対象とする料理

レシピ検索のアドホック（ad hoc）検索タ

スクと、献立作成を簡易化したレシピ・ペ

アリング(recipe pairing)のタスクを設計

し、検索結果データの作成、人手での適合

判定、公式評価結果の出力と結果に基づく

分析検討を行った。 

 

（２） 平成 27年度の研究成果 

日本語の形態素(morpheme; 意味を持つ

最小の言語単位) と文字 n-gram(長さ nの

文字列)を組み合わせた検索手法の検索有

効性を評価する実験を行い、得られた知見

を 2015年 12月 8日から 12月 9日の期間

にシドニー(オーストラリア)で開催された

「 20th Australasian Document 

Computing Symposium (ADCS2015)」に

おいて口頭発表およびポスター発表を行な

い、「Best Paper Award」を受賞した。実

施した評価実験では、日本語の検索システ

ム評価用のテストコレクションを使用し、

検索対象となるコーパスに日本語の形態素

解析器 ChaSen、MeCab、KaKaSi、Juman、

KyTeaを適用して、5種類の単語の索引を

作成した。また、コーパスに含まれるテキ



ストデータを入力として、文字列の長さを

1～3に変化させたn-gramの索引を作成し

た。単語の索引を用いた検索は、n-gram

の索引を用いた検索に対して、ほとんどの

検索トピックにおいて検索有効性が高いが、

形態素解析が困難な未知語（辞書に登録さ

れていない長い文字列）や複合語（二つ以

上の形態素が結合し新たに一つの語として

の意味をもつもの）の検索では、n-gram

の索引に劣る検索トピックが存在し、その

数は無視できない程度存在することを確認

した。異なる索引からの検索結果を組み合

わせるデータ融合により、単語の索引を用

いた検索が失敗する検索トピックにおいて、

n-gram の索引を用いた検索が有効に機能

し、これにより、適合文書の検索漏れを防

ぐことができる。実験の結果、提案手法は

ベースライン（単語の索引を用いた検索）

に対して検索有効性の向上が統計的に有意

であることが確認できた。 

 

 
図１：検索範囲の絞り込み 

 

 

図２：単語重要度の計算 

 

（３）平成 28年度の研究成果 

英語の大規模レシピコーパスを用いて、料

理レシピの文書構造に注目した関連語推薦

と対話的な検索質問拡張への応用について

の検討を行い、得られた知見を 2016年 11

月 10日に慶応義塾大学日吉キャンパス(神

奈川県横浜市)で開催された「人工知能学会 

第 14 回 インタラクティブ情報アクセス

と可視化マイニング研究会」において口頭

発表を行い、「2016年度 研究会優秀賞

（JSAI SIG Research Award 2016）」を受

賞した。提案手法では、検索ユーザにとっ

て直感的な関連語推薦を行うために、「分類

の粒度」と「分類の規則性」の 2つの点を

考慮した関連語推薦を行う。NTICR-11の

料理レシピ検索タスクのテストコレクショ

ン（英語の大規模レシピコーパス、アドホ

ック検索クエリ、適合判定ファイル）を用

いた評価実験を行い、提案法による検索有

効性の向上を確認した。また、提案手法に

よる単語検索（図１、図２）を対話的な検

索質問拡張に応用し、Googleの関連語推薦

と比較した。Googleの関連語推薦では、例

えば「ピザを作るときに使うチーズは？」

という検索を行うための検索クエリとして

「recipe pizza cheese」と入力した場合に、

チーズの名称 1件（具体例：goat cheese）

が推薦されたが、他は「pizza」との強い関

連性を持つ、「crust」や「tomato」などの

関連語であった。また、「オーブンできつね

色に調理する料理は？」という検索を行う

ための検索クエリとして「recipe oven 

golden brown」と入力すると関連語はゼロ

となり、「recipe oven golden」で推薦され

る料理は「fried chicken」の 1件のみであ

った。これに対して、提案法では、大規模

レシピの検索範囲を「pizza AND cheese」

で絞り込み、材料における接尾辞タイプの

単語 2-gram(単語 2つの複合語の後半部分

に指定の単語を含むもの)を検索すること



で、「mozzarella cheese」「parmesan 

cheese」「cheddar cheese」など、ピザ用

の材料として使用されている多種多様なチ

ーズを提示できた。また、大規模レシピに

含まれる「chocolate chip cookies」

「chicken pot pie」「french onion soup」

など、任意の粒度(単語 n-gram、この例で

は単語 3-gram)で、「オーブンできつね色に

調理する料理」が提示できた。以上のよう

に提案法では、ユーザの任意の検索クエリ

に対して、コーパス中の多種多様な関連語

を任意の粒度で推薦でき、実応用における

有用性が示唆された。 

今後の展開としては、複雑なブール検索

クエリを簡単に入力し、ユーザが検索要求

を詳細に入力できるようにするための直感

的な検索インタフェースを検討していく予

定である。 
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